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本
学
で
は
、
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

実
際
の
困
り
事
に
学
生
が
挑
む
Ａ
Ｉ
教

育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　「
工
学
技
術
で
地
域
に
貢
献
す
る
大

学
、
課
題
解
決
を
通
し
て
学
生
が
成
長

す
る
大
学
」
が
本
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
。
も

の
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
に
頼
り
に
さ

れ
る
大
学
を
め
ざ
し
て
お
り
、「
地
域

連
携
セ
ン
タ
ー
」
を
通
じ
て
、
地
域
か

ら
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。
そ
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧
に
応
え

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
地
域
か
ら
の
信

頼
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

０
年
に
「
Ａ
Ｉ
応
用
研
究
所
」
を
設
立

し
た
と
き
も
、
そ
う
し
た
信
頼
関
係
の

下
、「
Ａ
Ｉ
で
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
期
待
の
よ
う
な

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ａ
Ｉ
活
用
の
初
歩
的
な
問
い
合
わ
せ

は
、
教
員
よ
り
も
む
し
ろ
、
初
心
者
の

気
持
ち
が
わ
か
る
学
生
の
ほ
う
が
相
談

者
の
疑
問
や
不
安
に
的
確
に
答
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
学
生
の
セ

ン
ス
は
課
題
解
決
の
新
鮮
な
切
り
口
と

な
る
は
ず
。
学
生
に
と
っ
て
も
現
実
の

課
題
に
挑
む
こ
と
は
貴
重
な
経
験
に
な

る
。
そ
う
考
え
て
私
は
、
研
究
所
に
寄

せ
ら
れ
た
実
際
の
相
談
を
題
材
に
Ｐ
Ｂ

Ｌ
を
立
ち
上
げ
、
学
生
と
一
緒
に
課
題

解
決
に
取
り
組
む
中
で
Ａ
Ｉ
活
用
の
実

践
力
も
同
時
に
育
成
し
よ
う
と
思
っ
た

の
で
す
。

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
地
域
課
題
解
決
型
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
中
に
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
位
置
付
け
、

２
０
２
１
年
度
か
ら
活
動
を
開
始
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
１
年

後
期
に
受
講
す
る
全
学
必
修
の
リ
テ
ラ

シ
ー
レ
ベ
ル
科
目 

   　＊
　「Ａ
Ｉ
概
論
」
で

優
秀
な
成
績
を
修
め
た
学
生
で
す
。
彼

ら
選
抜
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
31
人
は
、

２
年
前
期
に
全
学
必
修
の
応
用
基
礎
レ

ベ
ル
科
目
「
Ａ
Ｉ
活
用
演
習
」
と
、Ａ

Ｉ
技
術
を
用
い
た
地
域
課
題
解
決
Ｐ
Ｂ

Ｌ
の
両
方
を
履
修
し
ま
す
。
参
加
し
た

学
生
は
、「
地
域
連
携
Ⅱ
」
の
中
の
取

り
組
み
と
し
て
単
位
認
定
を
す
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
テ
ー
マ
は
、
授
業
で
修
得

し
た
知
識
や
技
術
を
生
か
せ
る
も
の
を

選
ん
で
い
ま
す
（
左
図
）。
中
に
は
、

教
員
の
想
像
を
超
え
る
成
果
を
出
し
た

も
の
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
き
ゅ

う
り
の
病
気
を
画
像
診
断
」
の
テ
ー
マ

に
挑
ん
だ
チ
ー
ム
は
、
与
え
ら
れ
た
課

題
の
他
に
、
新
規
就
農
者
が
ベ
テ
ラ
ン

農
家
に
き
ゅ
う
り
の
栽
培
方
法
を
相
談

で
き
る
し
く
み
と
し
て
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利

用
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
提
案
し

ま
し
た
。「
美
容
室
の
自
動
受
け
付
け
」

は
、
工
学
と
接
点
を
持
ち
に
く
い
美
容

業
界
で
の
Ａ
Ｉ
導
入
を
試
み
た
点
で
、

取
り
組
み
以
上
の
成
果
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　
毎
週
、
各
チ
ー
ム
が
活
動
の
進
捗
状

況
を
報
告
し
合
う
中
で
、
お
互
い
に
刺

激
と
気
づ
き
を
得
て
、
競
い
合
う
よ
う

に
課
題
解
決
の
レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
き

ま
し
た
。
他
学
科
の
学
生
と
関
わ
れ
た

こ
と
も
楽
し
か
っ
た
よ
う
で
、
優
秀
な

仲
間
た
ち
と
共
に
活
動
す
る
中
で
〝
で

き
る
〞
と
い
う
自
信
を
得
た
こ
と
も
収

穫
の
一
つ
で
す
。

　
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
提
携
先
は
、Ａ
Ｉ
の
活
用

が
見
通
せ
た
こ
と
で
、
本
活
動
の
継
続

を
希
望
し
て
い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度

の
選
抜
ク
ラ
ス
希
望
者
は
１
０
０
人

を
超
え
る
な
ど
、
こ
の
取
り
組
み
は

地
域
に
も
学
生
に
も
浸
透
し
始
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
地
域
と
一
体
と

な
り
、Ａ
Ｉ
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

おだまりこ●佐賀大学大学院工学系研究科博士後
期課程修了。博士（工学）。1994年久留米工業大学に
着任。工学部准教授等を務める。2014年羽衣国際大
学に移籍。現代社会学部教授を務める。2021年より現
職。全学的なＡＩ・数理データサイエンス教育を担当し、
ＡＩ・ＤＸ人材の育成に従事する。

小田 まり子
AI応用研究所 副所長 教授

課題解決力と技術力を持つＡＩ人材の育成
　大学に寄せられた相談を題材とするPBL

2022 3-431 2022 3-4 30

学生数／約1500人　
学部／工　
大学院／工学（エネルギーシステム工学専攻、電子情報システム工学専攻、自動車システム工学専攻）

CASE
STUDY

特集  キャリアの多様化と大学教育

地域を教育に巻き込み、共に課題解決を行う学びを特色とする久留米工業大学。
ＡＩ応用研究所設置を機に、学生と地域のＡＩ活用力を同時に高める教育に乗り出した。

久留米工業大学▶プログラムの流れ

DPに基づく「知識・技能・思考力・判断力・表現力・発信力」を身に付け、
AIで地域課題解決ができる人材

育成人材像

地域課題解決型AI教育プログラム

多様な話題・幅広い習熟レベルに
対応した学修支援

学修支援の取り組み

　グループごとに異なる実社会の課題に取り組むＰＢＬでは、幅広い知識、実
践的技術が求められる。学生が持つ知識・専門技術の範囲を超えた場合でも
学びを止めないようにするには、柔軟なサポートが必要だ。そこで選抜クラスの
ＰＢＬでは、教員や上級生による人的サポートに加え、外部のオンライン学習コン
テンツも導入し、自由に学べるようにした。結果、31人の学生が５か月間で156
種の講座を受講。１か月の平均学習時間は多い月で約10時間／人だった。
　「ＡＩ概論」「ＡＩ活用演習」でも、デジタル技術を使って学修を支援。全学規
模のプログラミング演習は初めてだったため、開始当初は学生からの質問が
殺到、急きょチャットボットを導入した。チャットボット自体がまさにＡＩを利用した
ものなので、理解を深める意味でも学生に活用を勧め、ＡＩの「学習量」を増や
し、回答精度を高めた。「完成形は見えていない。教育をしながら、工学系大学
である本学らしいＡＩ教育のあり方を検討し、次の展開を考える」と小田教授。

「まずやってみて、改善を続ける」手法で、教育の質向上に努めている。

注目！

１年後期 ２年後期１年前期

コンピュータリテラシー
（習熟度別クラス編成）

地域連携Ⅱ
（地域をフィールドにしたPBL）

２年前期 ４年３年

卒業
研究

インターンシップ

ものづくり実践プロジェクト
（他学科連携科目）

データサイエンスICT基礎演習
（地域貢献夏季集中講座）

AI概論
【リテラシーレベル】

微分積分学

線形代数学

AI活用演習
【応用基礎レベル】

地域連携Ⅰ（地域社会人との共学）

数学・統計学
基礎

（習熟度別クラス編成）

▶選抜クラスによるPBLのテーマ（「AI活用演習」の選抜メンバー31人が対象　２０２１年度）

障碍（がい）児の教育支援
教育用チャットボット
久留米絣（がすり）の柄ずれ予測

❶
❷
❸

❹
❺
❻

美容室の自動受け付け
きゅうりの病気を画像診断
雑草と作物の判別

学修支援システム
（LMS）の構築

AIチャットボットの
活用

補完的な教育の
実施

インターンシップ
先での実践

先輩学生による
指導

学修成果の
可視化

教材の公開、学修の個別管理
をLMSで行う

学生の質問にいつでも、
すぐに回答。
さらに質問をデータベース化

選抜クラス対象者は、
外部動画コンテンツを活用して
スキルを補完等

地元企業との協業で、
大学での学びを深化

先輩学生SAが演習をサポート

LMSのデータから学生の理解度等
を週単位で把握し、指導に反映

地
域
貢
献
と
人
材
育
成
を

同
時
に
行
う
Ｐ
Ｂ
Ｌ

チ
ー
ム
で
競
い
合
う
中
で

活
動
の
質
が
高
ま
る

選抜クラス
によるPBL

＊文部科学省の数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）において、
特に優れた取り組みを示す「認定教育プログラム プラス（MDASH-Literacy+）」に2021年度選定

■は本文で触れている部分


